
市立浦山小学校の在り方について 

平成 30 年 4 月 
 条市教育委員会

  条市 浦  学校は、通学する児童が不在となったことから、平成 22 年 4 月 1 日より現在
まで休校中となっています。通学区域の弾力化を図り、ホームページや各種会合など、様々な機
会を設けて周知を図っていますが、通学希望者がいない状況が続いており、今後も見込めない状
況にあると想定されます。 
 そのため、浦  学校の今後について、「 条市 浦  学校の在り 検討委員会」を設置して、
次のとおり検討しております。 

１ 検討委員会の名称 
 条市 浦  学校の在り 検討委員会

２ 構成委員 
 保 地区連合 治会 、浦  治会 、兎之  治会 、 保 公 館 
NPO  条 然学校理事 、住 代表、神  学校 
管理部 、管理部副部 、指導部 

３ 検討委員会開催日 
 第１回検討委員会 平成 30年 1月 31  （ ） 保 公 館にて実施

第２回検討委員会 平成 30年 3月 22  （ ） 保 公 館にて実施
４ 検討結果 

(1) 浦山小学校を閉校とすることについて、第２回検討委員会で参加者全員が賛成してい
る。 

(2) 校舎等の活用の在り方については、市及び市教育委員会で検討する。 
５ 参考資料等 
 資料 1  条市 浦  学校 沿革 
 資料２  条市 浦  学校の現状及び写真
 資料３  条市 浦  学校ホームページ



 資料１  

【学校名及び所在地】 895 番地 1 

 沿革 

明治 42年 
大正 9年 女子教員を増員 
昭和 3年 第 4学年以上を本校に移す。教員 1名減員 
昭和 22年 学制改革により、
昭和 24年 現在地に新築校舎完成移転。教員住宅完成 
昭和 32年 現存する校舎が完成 
昭和 33年 トイレと体育倉庫が完成 
昭和 36年 講堂兼集会所が完成 
昭和 37年 職員住宅建て直し 
昭和 45年 
昭和 51年 児童数減少に伴い、高嶺小学校浦山分校となる。 
昭和 61年 高嶺小学校の閉校に伴い、浦山小学校として独立 
昭和 61年 
平成元年 休校 
平成 2年 復校 
平成 6年 木炭焼き窯「浦山ドーム」完成 
平成 7年 
平成 16年 9 月 29日 台風 21
平成 17年 8 月 24日 浦山小学校へ移動。9月 1日授業再開 
平成 21年 平成 22年 3月 31日をもって休校 



１ 校舎等の状況 
① 学校までの経路中、市道大保木２号線が平成 26 年の台風による山腹崩壊のため、全面通

行止めとなっている。崩壊部分は車両通行が不可能で、徒歩により横断する必要がある。 
② 敷地内は雑草が生い茂っている。定期的に訪問し、草刈り等を行っている。 
③ 校舎・講堂も外壁のひび割れ等あり、老朽化が激しい。 
④ 室内には、休校時の備品が残っている。 

２ 現状写真（平成29年 12 月撮影） 

校庭と校舎の様子 

校舎遠景 

資料２



浦山小学校の状況（平成 28 年 10 月撮影） 

校舎裏側 

校舎入口表札 

講堂内部 

教室内部 校舎内部廊下 



資料３


